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東 日本大震災に学んでいること
齋 藤 高 弘
　平成23年3月11日を境 として,震 災前の日常か ら非 日常の生活が強いられている。
自分自身の短期および人生設計も含めた中 ・長期計画の見直しに直面 して,真剣に人生
を考 える日々が続いている。






き 「脱自然=合 理性 ・快適性」 を追求 して今に至っている。





ている現在,人 類が経験 したことのない未知の人体影響が危惧 されている。














　 しか し,大丈夫そうだから,緊急だか らといってむやみに基準値を変更することが許
(i)
されるので あろ うか。
　私 たちは 日頃か ら科学 に立脚 した対処 あるいはEBMが 常識 であ ると教わ り,教 えて
い る。今 回の原発事故で私たちが正解 と思 って いたことが,実 際には解 らなかったこと
や曖昧 であったことがた くさん存在 していた。
　曖 昧 さを少 しで も正確 にす るために,予 測 を立て集団の現象 を数字 で表 し,そ の現象
を一つ一つ積み上 げて,根 底 に ある規則性 を見いだす方法 と して統 計学があ る。
　統 計手法 に も色 々な物差 しが ある。身長 を体重計で計測す るなどの例 は枚挙 にい とま
が ない。 コンピュータで,あ る統 計手 法 を選択 し,数 値 をイ ンプ ッ トして統 計処理 され
た数値 は,さ も真実の よ うにデ ィスプ レー上 に現れ た時,そ れ を信 じて しまう危 険性 は
十分 にある。
　統計にだ まされていることは,人 をだ ます ことであ り,事 象の規則性 を歪 め,研 究者
の信用 も失 って しま うことになる。
　 いま一度,目 の前 にあるデ ータを整 理 し,デ ー タの中に隠 されてい る法則性 を抽 出 さ
せて楽 しむために,多 くの統計的手法の中か らそのデータに適 してい る統 計手法 を見 い
だ して下 さい。 そ して人 間の幸福 の追求 ・探求 のために,歯 科医学の入 り口か ら解 らな
か ったことを少 しで も解 るよ うに,淡 々 と解明す ることを望み ます。
(奥羽大学歯学部診療科学講座)
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